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要約

子ども、特に幼い子どもは、気候危機によって、際立ったリスクの高まりを

経験している。 こうしたリスクは、多くの場合、子ども特有の身体的・生理

的脆弱性、行動、活動パターンと関連している。不平等、差別、疎外によっ

て最も影響を受けている世界の子どもたちは、気候危機の最前線にいる

低所得国に多く見られる。こうした子どもは、死、移住、子どもの貧困の増

大、 教育の喪失、栄養不良、文化的アイデンティティや伝統的な生活様式

の破壊など、気候が引き起こす損失と被害によって、既に苦しめられてい

る。同時に、気候に関連する損失と損害に対処するために必要な能力、資

源、手段、情報や意思決定の場へのアクセスが、しばしば不足している。

気候変動が子どもに及ぼす影響の中には、すでに気候変動対策の範囲

を超えており、子どもの損失・損害が不可避のものとなっている場合があ

る。 気候危機の破壊的で有害な影響は、より深刻で広範になりつつあり、

現在の温室効果ガスの排出規模が続くようであれば、気候への重大な影

響は避けられない。気候関連の損失・損害の増大は、ひいては子どもの発

達を損なう可能性がある。子どもの未来が危険にさらされている今、損失・

損害に的を絞った対策が急務である。

土地、生命、生計、文化遺産の喪失など、気候変動に関連した損失・損害

は、子どもが直面している最大の世代間不公正のひとつである。 それは、

国連子どもの権利条約および子どもの権利委員会の一般的意見第26号

に謳われているように、現在および将来の世代の子どもの権利を脅かすも

のである。これらの権利には、生存し、成長する権利（第6条）、保護を受け

る権利（第19条）、安全な家庭と適切な生活水準を得る権利（第27条）、健

康的な環境、食料、保健サービスを受ける権利（第24条）、学習を受ける権

利（第28条）が含まれる。
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気候危機を引き起こした責任がないにもかかわらず、現在、そして未来の

子どもは、損失・損害を含む気候危機の影響に、これまでのどの世代よりも

深刻に直面することになる。しかし、子どもとその権利は、政策議論や気候

変動資金の配分からは、大きく排除されている。実際、主要な多国間気候

変動基金から拠出される気候変動資金のうち、子どもに対応する活動を組

み 込んだプロジェクトを支援しているのは、全体の2.4％ 未満に過ぎない。

子どもが考慮されたとしても、変革の主要な担い手としてではなく、脆弱な

被害者としてのみ扱われている。

気候危機を最も引き起こさなかった人びとが最も影響を受けていることを

認識する、「損失と損害（ロス＆ダメージ）」基金と資金取り決めを確立す

ることは、気候正義の問題である。従って、2022年の国連気候変動枠組

条約締約国会議（COP27）において、「損失と損害」基金を含む損失・損

害に対処するための資金取り決めを確立するという重大な決定は、損失・

損害への対処に向けた重要な一歩であり、気候変動交渉における待望

の突破口である。「損失と損害」基金と損失損害の資金調達の取り決め

は、気候変動対策の資金調達に関する過去の経験から学び、子ども を
既定の重要なアクターとして統合する機会を提供するものである。

本報告書では、子ども の権利とウェルビーイングに直接関係する損失・

損害について検討する。本報告書は、「損失と損害」基金が、他の損失・

損害融資とともに、損失・損害が現在および将来の世代の子どもへ及ぼ

す悪影響に対処する機会を特定している。また、損失・損害への対応努

力は、国連子どもの権利条約および一般的意見第26号に明記されてい

る子どもの権利擁護の原則に導かれるべきであることを強調している。更

に11～18歳の子どもとの対話ワークショップから得られた知見も掲載さ

れており、彼らの生の損失・損害体験や、「損失と損害」基金や損失・損

害資金の取り決めに対する提言が、彼ら自身の言葉で語られている。
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経済的および非経済的な損失・損害は、子ども のウェルビーイング

に悪影響を及ぼし、次のような複数の子どもの権利の享受を侵害

する。

生命、生存および発達に対する権利：気候危機は、子どもの身体的、精

神的、情緒的発達に影響を及ぼし、持続可能な開発を損なう危険性があ

る。幼児期に経験した健康上の問題は、長期的な影響を及ぼす可能性

があり、子どもが経験した健康上のショックは、その後の人生における教

育および労働市場の成果と結びついている。気候危機は、子どもの貧困

も増大させ、貧困にあえぐ子どもやその家族は気候ショックに対応する能

力が低いため、貧困は子どもの脆弱性を悪化させる。子どもはまた、干

ばつ、洪水、熱帯低気圧、地すべりなどの異常気象やその影響により、

負傷したり死亡したりしやすく、これらは気候危機によって更に悪化して

いる。

保護される権利：遅発性および突発性の気候事象は、子どもの安全と安

心にますます影響を及ぼしており、保護のニーズと提供のギャップが拡大

している。熱帯低気圧や洪水などの突発的な災害によって、多くの子ども

が避難を余儀なくされるが、彼らの多くは適切な保護を受ける手段を持っ

ていない。気象災害が発生した直後に起こりがちな混乱は、保護、社会

的ネットワーク、生計を失うだけでなく、気候変動の影響に関連した否定

的な対処戦略を招く可能性がある。これは、ジェンダーに基づく暴力

（GBV）、性的搾取、人身売買のリスクを高めかねない。女の子の場合は

特に、早すぎる強制された結婚などのGBVのリスクにさらされている。災

害発生後の避難や移住の際、子どもはしばしば家族から引き離されるた

め、こうしたリスクにさらされる可能性が高まる。

清潔な水と食料を得る権利：気候危機は、水の利用可能性と入手に影響

を既に引き起こしており、低所得層の子どもへの影響は深刻である。そ

の影響はまた、農業生産性、長期的な食料安全保障、栄養を脅かし、子

どもの経済的・非経済的損失・損害につながっている。気候危機は、過去

50年間の世界農業の生産性向上を鈍化させた。
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脆弱な状況における紛争と気候ショッ クが組み合わさることで、栄養への

悪影響を一層悪化させ、子どもの成長、発達、生存に悪影響を及ぼす。作

物収量の減少、食料システムへの脅威、飢餓の増加に対する気候の影響

を管理するための努力は、 2020～40 年までに1兆4,000億ドルがかかる

と推定されている1 。一部の状況では、食料システムへの気候の影響は既

に適応を超え、子ども の栄養ニーズに見合わない悲惨な結果をもたらし

ている。

教育と健康の権利：気候関連の損失・損害の影響が増大するにつれ、子

どもは、健康と教育を享受するための新たな障壁に直面している。例え

ば、教育施設や医療施設、医薬品、道路などの重要なインフラに損害が生

じる可能性がある。学校は緊急避難所として転用されるかもしれず、 洪水

などの異常気象によって子どもの移動が妨げられるかもしれない。気候危

機は、子どもたちの学習能力や、安全で質の高い教育へのアクセスにも影

響する。災害や疾病の発生を含む気候や環境の脅威は、 毎年3,700万人

超の子どもの教育を中断させる原因となっている2。気候に関連した損失・

損害は、包括的な性と生殖に関する保健サービスや情報へのアクセスを

妨げることによって、女の子の性と生殖に関する健康と権利（SRHR）を損

なわせる。気候危機はまた、将来の気候関連の損失・被害を心配する子ど

もの間に、気候不安を生じさせる可能性がある。

先住民の文化遺産と知的財産に対する権利：多くの先住民は、生計や精

神的・文化的慣習を気候変動の影響を受けやすい生態系に依存している

ため、気候変動に関連した損失・損害の高いリスクにさらされている。彼ら

は特に、土地、水、生物多様性の劣化によって脅かされており、伝統的な

生計を営む能力を制約されている。先住民の子どもの多くは、貧困に苦し

むコミュ ニティに住んでおり、気候変動対策の能力も限られて いるため、

損失・被害を経験するリスクが高まっている。先祖伝来の土地や文化遺

産に対する先住民の権利を考慮しない気候変動対策は、更なる損失・被

害をもたらす可能性がある。
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主な提言 

経済的および非経済的な損失・損害の影響に対する子ども の脆弱性を

考慮すると、新たに義務付けられた「損失と損害」基金も、より広範な損

失・損害資金も、その中核に子どもを据える必要がある。そのためには以

下のことが求められる。

子どもの権利を指針として取り入れる

• 損失・損害の資金調達が子どもに配慮されたものとなるよう、すべて

の資金調達の決定は、子どもの最善の利益など、国連子どもの権利

条約に規定されている子どもの権利に基づくものでなければならな

い。

• 新たな「損失と損害」基金の運営方針、説明責任メカニズム、指針に

おいて、子どもとその権利について明確に言及しなければならない。

• 提案されている損失・損害の資金調達メカニズム、政策、予算、行政

上の決定はすべて、子どもの権利への影響について評価すべきであ

る。

「損失と損害」基金および損失・損害資金の設計、監視、実施を含むプロ

セスに、子どもを有意義に参加させる

• 子ども、地元主導の組織、その他の影響を受けた人びとは、損失・

損害に関する意思決定への積極的な参加者として認識され、子ども

は、損失・損害に関する意思決定プロセスにおける主体、権利保持

者として含まれるべきである。

• 「損失と損害」基金の設計と実施、その監視、評価、学習、および全体

的な管理に関するプロセスに、子どもを専門家として参加させるべき

である。

• 子どもは、十分な情報を得た上で、損失・損害に関する行動決定へ

の完全な参加を支援するため、年齢、ジェンダー、能力に応じた損

失・損害に関する情報にアクセスできるべきである。
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子ども特有のニーズや脆弱性を考慮すること

• 損失・損害のニーズ評価では、子どもの貧困や不平等など、既存

の、そして交錯する脆弱性と、さまざまな子ども集団に特有の能力を

考慮しなければならない。

• 損失・損害への対応は、既存の不平等と、最低限、年齢、ジェンダー、

移住の有無、障がいの有無で分類されたデータを基に行われなけれ

ばならない。

• 既存の気候変動資金調達メカニズムの政策や 指針において、子ども

のニーズ、特定の脆弱性、損失・被害に関する優先事項が考慮され

るべきである。

子どもとその家族の資金の確保

• 気候危機の最前線にいる子ども（子どもや女の子が主体となって活動

する団体を含む）が、コミュニティ専用窓口を含め、「損失と損害」基金や

その他の損失・損害資金を通じて、金銭的支援をタイムリーに受けられ

るようにすべきである。

• 既存の地域メカニズムや実施機関を通じて、子どもに配慮した損

失・ 損害資金の利用を技術的に支援すべきである。

• 損失・損害への資金は、地域ごとに配備され、子どもの状況に特化

した気候変動への脆弱性に合わせて調整されるべきである。

• 特に、脆弱で紛争の影響を受ける状況においては、不平等や 争い

といった脆弱性の根本的な原因を悪化させないよう、現地のアク

ターが利用できる資金を慎重に提供する必要がある。
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子どもへの説明責任と司法へのアクセスの確保

• 「損失と損害」基金やその他の損失・損害資金の活動が、子どもの権

利、人権、生活、あるいは子どものコミュニティの環境の完全性を侵害

する場合、子どもや子どもの団体は、効果的な異議申し立てメカニズム

や救済措置を利用できなければならない。

• 救済メカニズムは、気候変動の影響による子ども特有のニーズと権利

侵害を考慮すべきであり、引き起こされた被害が不可逆的であり、生涯

にわたって影響を及ぼす可能性があることを認めるべきである。

• 子どもと家族のための正義を保証するために、「損失と損害」基金と損

失・損害資金の取り決めには、効果的な環境・社会セーフガードと、受

給者が資金拠出者と実施者に責任を問えるようなメカニズムが必要で

ある。

子どもへの投資：教育、保健、栄養、社会保障、子どもの保護、水・トイレ・

衛生習慣(WASH：Water, Sanitation and Hygiene)など、子どもにとって重要

なサービスの再建/回復

• 損失・損害に対する多額の資金は、低年齢の子どもに必須のサービス

を含む、子どもに不可欠な社会サービスに向けられるべきであり、それ

は公平かつ包摂的な方法で提供されるべきである。

• 損失・損害に対する気候変動資金は、適応力のある社会保障制度へ

の投資に充てられるべきである。

• 気候変動の影響に対する子どものレジリエンスを高めるため、サービ

スはリスクの高い場所の子どものニーズに合わせるべきであり、最も

脆弱な子どもに行き届き、保護できるよう準備すべきである。

• 気候変動による異常気象によって避難を強いられた子どもやコミュニ

ティには、重要なサービスへのアクセスを確保するため、 損失・被害

に対する資金が直接提供されるべきである。
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これらの目的を達成するために、 「損失と損害」基金と 損失・損害

資金は、以下の包括的な原則にも従うべきである。

サイロ化を打破する統合された資金調達

• 「損失と損害」基金と資金調達の取り決めは、気候関連の損失・損害

の回避、最小化、対処に向けた総合的な行動を支援するため、既存

の気候資金のモザイクの中に位置づけられるべきである。

• 新たな損失・損害への資金調達は、人道支援資金を補完するもので

あるべきだが、損失・被害対策用ではない現在の人道支援資金より

も、より広範を網羅するものでなければならない。

• 「損失と損害」基金と損失・損害資金の取り決めを通じた資金提供

は、損失・損害に関連する国や地域の気候変動資金に関する取り組

みと首尾一貫したものでなければならない。

持続可能で公平、無借金の支援

• 損失・損害資金は、新しく、追加的で、タイムリーで、効果的で、適切

で、予測可能で、持続可能でなければならず、人道・開発・気候変動資

金間のサイロ化解消に寄与するものでなければならない。

• 損失・損害に対する資金提供は、気候変動の影響を受ける国の債務

負担を悪化させるものであってはならず、融資ではなく助成金を提供

すべきである。

• 新たな損失・損害資金は、複数の資金源を統合し、「汚染者負担」の

原則に基づき、気候正義を促進するために最も脆弱な人びとに資源

を配分する必要がある。
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脆弱性への対処と長期的なレジリエンスの構築

• 損失・損害資金調達は、損失・損害によって最も影響を受ける人や

既に疎外されているグループに緊急に最優先で配分されるべきであ

る。

• 損失・損害資金は、突然発生した出来事や災害の後、即座に命を

救う救済を提供するだけでなく、徐々に発生する出来事で影響を受

けた子どもを含め、長期的なレジリエンスを形成しなくてはならない。



この文書は双方向的で、デジタル
閲覧用に設計されている。

環境に配慮し、印刷はご遠慮くだ
さい。
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はじめに

なぜこの報告書なのか

パリ協定3では、気候変動対策は、緩和、適応、損失・損害の3つの柱か

ら構成されている。パリ協定の第8条は、「気候変動の悪影響に伴う損失

及び損害を回避し、及び最小限にし、並びにこれらに対処することの重

要性」を認めている。緩和と適応は、損失・損害の回避と最小化に役立

つが、損失・損害への対処には、気候危機の最前線にいる子どもとその

家族を含む、気候変動の影響を受けるコミュニティを支援することが必要

である。

不平等、差別、疎外から最も影響を受けている 世界の

子どもは、気候変動による損失・損害の影響（死亡、 

移住、教育の喪失、栄養不良、深刻な保護リスク、伝

統的な生活様式の破壊など）に既に苦しんでいる。合

意された定義はないが、損失・損害をめぐる議論では、

緩和策や適応策では回避できない気候変動の破壊的

な影響に関連することが多い。このような影響によっ

て、最初に、そして最も深刻な打撃を受けるのは、子ど

も、その家族、そしてコミュニティであり、彼らはすでに

脆弱な状況に置かれており、気候変動に効果的に対

応するために必要な能力も資源も不足している。

気候変動が子どもに与える影響の中には、すでに気候変動対策の範囲を

超えており、子どもの損失・損害が避けられないものもある。2022年発表

の、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の最新報告書4が明確にした

ように、地球の気温上昇は、既に気候に重大な変化をもたらしている。気候

危機がもたらす破壊的で有害な影響は、より深刻かつ広範囲に及んでい

る。異常気象は、頻度、強度、範囲ともに増加すると予測され、生命を維持

する生態系を危険にさらし、人びと、特に子どもに壊滅的な影響を与えるだ

ろう。

「私にとっての損失・損害とは、人命や

インフラの損失も含みますが、嵐が来て

去っていくような一過性のものではあり

ません。それは、このようなものではな

いのです。この損失の悪循環の影響は

そこにとどまり、将来の世代にも影響を

及ぼします。」

Soham、インド、18歳
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世界が急速に脱炭素化し、最適な適応策が講じられたとしても、現在の排

出傾向とすでに大気中に存在する温室効果ガスによって、気候に重大な

影響を与えることは避けられないだろう5。そのため、 損失・損害への対処

は、気候変動対策の第3の柱として極めて重要でるが、現時点では取り組

みは不十分である。

土地、生命、生計、文化遺産の喪失など、気候危機によって引き起こされ

る損失・損害は、今日、子どもが直面している最大の世代間不公正のひと

つである。それは、生存し成長する権利（第6条）、保護を受ける権利（第

19条）、社会保障と社会保険を受ける権利（第26条）、安全な家庭と適切

な生活水準を得る権利（第27条）、健康的な環境、適切な食料、保健サー

ビスを受ける権利（第24条）、学習を受ける権利（第28条）など、国連子ど

もの権利条約6と一般的意見第26号7に謳われている子どもの権利を脅か

すものである。

気候変動の影響は、脆弱性の根底にある原因と相互に影響し合い、子ど

もが損失・損害に対処する力を阻害する。地政学的、経済的、環境的スト

レス要因など、今日の 社会を形成している複数の危機が相互に関連して

いるため、気候変動に関連した損失・損害に対処する子どもの能力は、一

層 制限されている。進化しつつある複合危機は、子どもの権利8に影響を

与え、子どもの既存の脆弱性を深めている。複合危機における脆弱性の

交差する促進要因には、脆弱性と紛争、多様な性的指向と性自認

（SOGIESC）に基づく子どもへの差別、年齢、マイノリティや先住民の地

位、障がい、移住の状況に基づく差別が含まれるが、これらに限定される

ものではない。政策とプログラムの措置として、社会保障は、貧困とその

根底にある脆弱性に対処するための重要なメカニズ ムであるが、社会保

障の恩恵を受けている子どもは、世界全体でわずか26.4%にすぎず、多く

の子どもが気候変動の影響に対して極めて脆弱な立場に置かれている
9。更に、予測的行動10に投資し、実施する国家の能力が限られていること

が、損失・損害に対する子どもの多面的な脆弱性を更に顕著にさせてい

る。こうした厳しい現実にもかかわらず、子どもとその権利は、政策議論や

気候変動資金の配分からほとんど除外されている11。実際、主要な多国

間気候変動基金からの気候変動資金のうち、子どもに対する活動を組み

込んだプロジェ クトを支援しているものは、全体の2.4％にも満たない。 
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だが、資金提供者の中には、このギャップを認識している者もいる。例え

ば、 Green Climate Fundは、子どもに焦点を当てた気候変動資金におけ

る ギャップを埋めるために、パートナーと積極的に協働している。

気候危機を最も引き起こしていない人びとが、最も大き

な影響を受けていることを認識した「損失と損害」基金と

資金調達の取り決めを確立することは、気候正義の問

題である。損失・損害の文脈における気候正義12は、気

候危機による独特のニーズと脆弱性を持つ主体であり

権利保持者である子どもたちを明確に認識すること（「認

識的正義」）、損失・損害資金の設計、配分、使用に関す

る決定に子どもが有意義に参加すること（「手続き的正

義」）、最も脆弱で疎外された子どもを対象とした損失・

損害資金の公平な分配を行うこと（「分配的正義」）、不

可避な損失・損害の影響を受けた場合に子どもの尊

厳、主体性、能力を回復すること（「修復的正義」）を必要

とする。「汚染者負担」原則13は、1992年のリオ宣言と

1992年の国連気候変動枠組条約（UNFCCC）15で定められたように、公平

性と、共通だが差異ある責任とそれぞれの能力の原則14に基づく気候変動

資金と拠出を通じて、気候正義を実現するために不可欠である。このため、

「汚染者負担」の原則は、「損失と損害」基金と損失・損害の資金調達の取り

決めを運用する上で重要である。

従って、新たな「損失と損害」基金を含め、損失・損害資金は、子どもの権

利を尊重、保護、履行し、脆弱性の根本的な原因に取り組むため、子ど

もとその権利を前面・中心に据える必要がある。これは、締約国、事務

局、国連機関、そ して気候正義、損失・損害、子どもと関連するすべての

利害関係者の作業を通じて、子どもの権利、ニーズ、優先事項を

UNFCCCとパリ協定16 、国連の持続可能な開発のための2030アジェン

ダ17の実施に首尾一貫して組み入れるために極めて重要である。

「私たちはあらゆる悪い出来事を目の当

たりにしていますが、それは私たちのせい

ではなく、過去の行いのせいなのです。そ

して、私たちが生活する環境を改善する

ための選択肢について、私たちにどのよ

うな発言権があるのか、時には理解し難

く、それらは考慮されなかったり、資金や

継続性を得られなかったりします。」

Alejandro、 グアテマラ, （仮名）
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こうした取り組みには、一般的意見第2618で明確にされている、気候・

環境危機の影響を受ける子どもの権利を守るための指針を反映させ

るべきである。

本稿では、子どもの権利と幸福に直接関係する損失・損害について検

討し、「損失と損害」基金やその他の損失・損害資金が、現在および将

来の世代の子どもに及ぼす損失・損害の悪影響に対処する機会を明

らかにする。

損失・損害とは、緩和策（温室効果ガス排出の

回避・削減）や適応策（現在および将来の気候

変動の影響への適応）によっても回避できな

い、気候変動による破壊的な影響に関するも

のである。

損失・損害とは、多くの場合、「適応の限界」に

達したときに発生する悪影響と定義される。こ

れには、「ソフト」な限界（適応の選択肢は存在

するが、コミュニティがそれを追求するために

必要な資源や能力がない場合）と、「ハード」な

限界 （耐え難いリスクを回避する合理的な見

込みがない場合）が含まれる。

人命、生物多様性、文化遺産、先住民の知識

などの損失は回復できないが、家屋、学校、

病院、道路、橋などの物理的インフラの損傷

や、社会的支援ネットワークの崩壊などの損

害は、復旧や修復が可能である。

損失・損害は、サイクロン、洪水、熱波などの

突発的な事象や異常気象や 海面上昇、砂漠

化、氷河後退、土地劣化、海洋酸性化、塩類

化などの徐々に発生する事象から生じる。

経済的損失・損害とは、重要なインフラや財産

への損害、サプライチェーンの途絶など、市場

で一般的に取引され、かつコミュニティにとって

市場的・経済的価値のある資源、商品、サー

ビスに影響を与えるものである。それは国境を

越えたもの、国家的なもの、地域的なものとい

う規模があり、個々の農家、コミュニティ全体、

あるいは国境を越えた資源や 価値連鎖への

影響も含まれる。

非経済的な損失・損害は最も甚大であり、家

族の喪失、文化や生活様式の消滅、先祖代々

の故郷を追われたり移住を強いられるトラウマ

など、計り知れない犠牲を伴うことがある。非

経済的な損失や損害は、数値化や金銭化が

困難である一方で、人びとにとって大きな価値

を持ち、身体的・精神的な健康や全体的な幸

福に深刻かつ有害な影響を及ぼす。
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なぜ今なのか

気候変動に関連した損失・損害が増大し、開発の成果が損なわれ、子ど

もの未来が危険にさらされる恐れがあるため、緊急かつ的を絞った行動

が求められている。途上国の損失・損害の年間経済コストは、2030年まで

に 4,470億～8,940億ドル、2050年までに年間1兆7,000億～ 2兆6,000
億ドルに達すると推定されている20。これらの試算は、適応が最適な形で

実施されることを前提としており、必要なレベルの適応を達成するには財

政的な制約が大きいことを考えると、過小評価である可能性が高い21。世

界で最も気候変動の影響を受けやすい国々が連携する「脆弱な20カ国

（V20）」は、気候変動の悪影響により、過去20年間で既に推定5,250億ド

ル22を失っている。こうしたコストは、子どもの権利と幸福に悲惨な結果を

もたらす。

そのため、2022年のUNFCCC締約国会議（COP27）における「損失と損

害」基金を含め、損失・損害に対応するための資金取り決めを設けるという

重大な決定がなされたことは、損失・損害への対応における重要な一歩で

あり、気候変動交渉における待望の突破口となる。損失・損害は、バヌア

ツが海面上昇による損失・損害の悪影響に対抗するため、小島嶼途上国

や低平地途上国のための保険制度の創設を提案して以来、国連気候変

動交渉の争点であり続けてきた23。議論には、気候危機によって最も脆弱

な立場にあり、その原因について最も責任のない人びとが被る損失・損害

の救済という形で、気候正義を求める声が浸透してきた。損失・損害のた

めのワルシャワ国際メカニズム24が設立されたのは2013年のことで、資金

調達メカニズムの設立に関する議論が本格化するまでには、さらに10年

近くを要した。

途上国の損失・損

害の年間経済     

コストは、2030年
までに4,470億～

8,940億
ドル、2050年まで

に年間1兆7,000
億～2兆6,000億
ドルに達すると推

定されている。
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「損失と損害」基金 の設立と損失・損害資金の取り決

めは、気候変動対策への資金調達に関する過去の経

験から学び、子どもを既定の主要なアクターとして統

合する機会を提供するものである。歴史的にみて、気

候変動資金のうち、地域コミュ ニティ25に届く割合はご

くわずかである。彼らは気候変動に関連した損失・損

害の最前線にいることが多いが、その影響を 回避・最

小化・対処するための資金をタイムリーに入手するの

に苦労している。加速し、激化する気候・環境危機に

対して不平等に脆弱であるにもかかわらず、子ども

は、気候変動資金の配分や気候変動対策の策定にお

いて、ほとんど見過ごされてきた26。子どもは、変革の

積極的な担い手としてではなく、被害者としてしか扱

われていない。

本報告書では、子どもの権利とウェルビーィングに直接関係する損失・

損害について検討し、「損失と損害」基金やその他の損失・損害資金

が、現在および将来の世代の子どもに及ぼす損失・損害の悪影響に対

処する機会を明らかにしている。本報告書はまた、11～18歳の子どもと

の対話ワークショップから得た知見も掲載し、彼らの生の損失・損害体

験や、「損失と損害」基金および損失・損害資金調達の取り決めに対す

る提言を、彼ら自身の言葉で紹介している。

「損失・損害に関する意思決定には、

直接それを体験している子どもが参加

することが非常に重要です。もし、「損

失と損害」基金について、また基金の

使い道について、すべてを決定する

リーダーがトップにいるだけなら、子ど

もがどのように損失・損害を経験してい

るのかを十分に理解することはできな

いでしょう。」

George、ザンビア、16歳
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子どもと損失・損害

2023年9月30日と10月1日、ユニセフは、セーブ・ザ・チルドレンおよび the Loss and Damage 
Youth Coalition と協力して、「損失と損害」基金の設計と運用に焦点を当てた、子どもとの2回の

オンライン協議を開催した。協議は英語とスペイン語で行われ、アジア、アフリカ、南北アメリカ、

ヨーロッパといったさまざまな地域から、11～18歳の子ども55人が参加した。

この協議は、参加者を包摂する場を設け、参加した子どもが、気候変動に関連した損失・損害の経

験や、損失・損害に対処するための子どもの最も差し迫ったニーズと優先事項についての意見を

共有することを促した。また、概要の提言について考え、 損失・被害基金の設計と運用に関する彼

ら自身の提言を表明するよう求められた。

子どもの語りは、概要とほぼ共鳴するものであったが、彼らの目から見た損失・損害に関する豊

富な洞察によって、それを補完するものであった。彼らは、子どもの権利を有意義に考慮し保護

するために、 子どもに配慮した「損失と損害」基金と資金調達の取り決めを創設する機会を特定

した27。

子どもの体験と提言は、報告書に次のように記されている：

• 協議に参加した子どもたちからの引用28。これらの引用は、参加者の懸念、優先事項、

損失・損害の生の体験を表現したものである。

• 「損失と損害」基金および損失・損害資金の取り決めに対する子どもの提言。子どもは、

彼らの視点が、「損失と損害」基金および損失・損害資金の取り決めの設計と運用に反

映されるべきだと考えた。報告書の提言の後に、彼らの行動への呼びかけを掲載する。

はじめに  18
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損失・損害が子どもに与える
影響

子ども、特に幼い子どもにとって、気候変動が、彼らの身体的・生理的脆弱

性や日常生活にもたらすリスクは増大していることは明白だ。気候変動や

環境悪化によって幼い頃に被った損失・損害は、生涯にわたる機会損失に

つながり、将来世代にも影響を与えかねない。気候危機は子どもの権利の

危機ともいえる。

気候変動に対する責任が最も軽いにもかかわらず、子どもたちは、損失・

損害を含む気候変動の最悪の影響に、これまでのどの世代よりも深刻に

直面することになる29。2022年のIPCC報告書によると、2020年時点で10
歳以下である子どもは、1.5℃の気温上昇が起こる場合に、2100年までに

経験する異常気象の件数は、他の世代に比べ4倍近くとなる30。現在の政

治的公約が達成されたとしても、2020年生まれの子どもは、1960年に生

まれた人に比べて、異常気象31、特に熱波32を経験する件数は7倍とな

る。
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また、山火事、農作物の不作、干ばつ、河川の氾濫が2倍から3倍に増加し
33、家屋、健康、家族、ひいては子ども時代の損失・損害につながることは

必至である。

重なり合う危機の複雑な課題に直面している子どもは、気候関連の損失・

損害に対処するために必要な能力、資源、手段、情報や意思決定の場へ

のアクセスできる可能性は低い。約10億人の子どもが、気候変動の影響

に対するリスクが極めて高いとされる33カ国に住んでいる34。こうした国々

の子どもは、気候、環境、政治的、経済的な複数のショックに不平等にさら

されることに加え、子どもにとって重要かつ不可欠なサービスの利用可能

性、質、公平性、持続可能性が不十分であるため、高い脆弱性に直面して

いる。こうしたサービスには、WASHサービス、保健ケア、 栄養、子どもの

保護、教育、社会保障が含まれる。

しかし、気候危機とそれに関連する損失・損害は、低・中所得国の債務負

担を悪化させ、子どもへのサービスと開発に投資する財政的余地を制限

している。非譲許的融資（金利が高い商業ベースの融資）を含む融資は、

気候変動資金の70％超を占め、気候危機の最前線にいる国々を債務危

機へと追い込んでいる。ある調査によると、気候変動に脆弱な国の93％

が債務危機に陥っているか、そのリスクに直面している35。更に、最近の

分析によると、最も気候変動に脆弱な国の中には、気候変動に取り組む

ために受け取る資金よりも、借金の資金調達に多くの資金を費やしている

国もあり、2021年には、26カ国において、借金の返済額が気候変動資金

の額を上回った36。債務苦に陥っている国やそのリスクを抱えている国

と、子どもの気候リスク指数によって極めてリスクが高いと判断された国と

の間には、顕著な重複が見られる37。国々は、他の優先事項に支出する

前に、 債務を解決することが義務付けられており、多くの場合、医療、 教
育、WASHなどの重要な公共サービスが犠牲にされ、子どもの権利と 幸
福に影響を及ぼしている。バヌアツの債務は、2015年のサイクロンPam
の影響で倍増し38、パキスタンは、約300億ドルの損失・損害をもたらした

2022年の大洪水39の後、債務不履行の危機に瀕している40。このように、

気候危機は、国々を債務に追い込むだけでなく、融資として提供された気

候変動資金の返済能力にも影響を与える可能性がある。

非譲許的融資を

含む融資は、気候

変動資金の70％
超を占めており、

気候変動危機の

最前線にいる国々

を債務危機に追い

込んでいる。
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現在、ほぼすべての子どもたち（99％強）が、少なくとも1つの気候・環境ショックにさらされて

おり、世界全体では7億7,400万人の子どもが、貧困と気候変動という2つの脅威に直面して

いる41。3億5,000万～5億人の子どもが、都市のスラムや非公式居住地で暮らしており42、洪

水、汚染、熱波、サイクロンなどの脅威にさらされている。

• Almost 160 million children  are
exposed to severe and prolonged
droughts;

to coastal flooding;

• 330 million children are highly exposed
to riverine flooding;

• 400 million children are highly exposed
to cyclones;

•

• 815 million children are highly exposed
to lead pollution;

•

to heatwaves;

•

• 1 billion children are highly exposed to
exceedingly high levels of air pollution.

子どもへの影響  21

約

の子どもが沿岸の
洪水にさらされて

いる44

の子どもが河川
の氾濫にさらさ
れている

の子どもがサイクロン
の脅威にさらされて
いる

の子どもが媒介感染症
にさらされている

の子どもが鉛汚染
にさらされている

の子どもが熱波に
さらされている

10億人
の子どもが高濃度
の大気汚染にさら
されている

3億3,000万人

8億1500万人

8億2,000万人

9億2000万人 
の子どもが水不足に
さらされている

4億人

6億人

2億4,000万人

の子どもが長期間干ばつに苦しんでいる43
1億6,000万人

気候変動にさらされる子どもの数



子どものための損失・損害資金

子どもの声を聞く

本報告書のための協議の一環として、子どもに気候変動の経験について尋ねた。

子どもたちの語りは、気候に関連した損失・損害が、彼らの安全や保護、教育、健康、栄養、全体

的な幸福など、彼らの権利の多くに重大な悪影響を及ぼしていることを裏付けた。子どもは、洪

水、暴風雨、豪雨、干ばつ、山火事、海面上昇、気温上昇など、気候に関連する出来事や、それら

が連鎖的に及ぼす影響について、実体験を共有した。

彼ら自身の言葉で

国連地理空間局

本地図に記載されている境界線、名称、指示は、国際連合による公式な承認または受諾

を意味するものではない。

Génesis、コロンビア、15歳

気候変動は最近更に激しくなって
います...私がコロンビアに来た頃
は、雨がよく降っていましたが、最
近では、猛暑が続き、干ばつや山
火事を引き起こしています。これは
耐え難い暑さのせいです。

 Álvaro、チリ、17歳

私自身、大洪水の影響を経験しました。
インフラや学校が使えなくなり、2週間、3

週間と学校に通えないので、若者の教
育に影響する可能性があります。

Shirlene、ケニア、17歳

彼らのほとんどは家にいます。学校に
行ってもお腹をすかせたままだし、家
でもお腹をすかせているので、学校に
も行けません。影響は甚大で、多くの
子どもが栄養失調になり、飢餓に直面
しています。

 Fiona、カナダ、13歳

2022年、私の住む地域はデレチョ（訳注：
弓状の強雨域、いわゆる「ボウエコー

(Bow echo)」が長時間かつ長距離にわ
たって発生する現象のこと。風害の距離

が400キロ以上で、広範囲に風速が26m/
s以上、一部で34m/s以上が観測される

嵐を指す）という異常気象に見舞われ、私
の家や周辺の家屋が被害を受けました。
一部の家屋は甚大な被害を受けたり、強

風による倒木で全壊したりしました。

Aminata、インド、16歳

多くの人びとがそうで
す。インドでは今、多く
の子どもが両親を亡く
し、洪水で多くの人が
ホームレスになってい
る。思いつくのはそれ
だけですが、私たちの
助けが必要だと思い
ます。

Benjamin、ベルギー、17歳
2021年の夏、ヨーロッパでは大規模な洪水が発生し、私の親友はその洪水で
亡くなりました...昨年、COP27 に参加した際、私はグローバルサウスの多くの
活動家と話し、気候変動が彼らにどれほど深刻な影響を与えるか聞きました。
ヨーロッパには支援制度や資源がありますが、グローバルサウスにはそのよう
なものはほとんどありません。ですから、損失・損害に対処するためにやるべき
ことはたくさんあると思います。
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突発的または遅発的な気候事象に起因する経済的・非経済的損失・損害

の両方によって、子どもの権利が侵害されており、今後も侵害され続ける

だろう。経済的損失と非経済的損失・損害は、子どもの権利と幸福を保証

する上でも、適切な気候変動資金メカニズムを設計する上でも、異なる課

題を突きつける。損失・損害に対する効果的な対応には定期的なデータ

の記録は不可欠だが、データの入手が難しいことが、現在の課題ともなっ

ている45。度々発生する災害による非経済的損失・損害の、長期的な追

跡・測定は困難であり、気候変動への資金調達に影響を与えかねない
46。加えて、非経済的な損失・損害は、金銭的価値がないため、その価値

を評価することは困難である。とはいえ、子どもが被った非経済的な損

失・損害は、人的資本の喪失や経済生産性の低下を通じて、将来に経済

的な影響を及ぼす。

損失・損害が子どもの権利
を脅かす

第2章



子どものための損失・損害資金

経済的および非経済的な損失・損害は、多くの子どもたちの権利の享

受を侵害し、子どもの幸福に悪影響を与えることは明白だ。損失・損害

によって最も影響を受ける権利としては、清潔で健康的かつ持続可能

な環境に対する権利47、生存し成長する権利 （第6条）、健康に対する

権利（第24条）、教育を受ける権利（第29条）、 保護を受ける権利（第

19条）、社会保障と社会保険に対する権利 （第26条）、適切な生活水

準に対する権利（第27条）48が含まれる。

以下の例は、損失・損害が子どもの権利を侵害する多くの形態のいくつ

かを示している。

生き残り成長する権利

身体的、心理的、情緒的に発達途上にある子どもは、気候危機に関連す

る危険に対して大人よりも影響を受けやすく、生存、健康、発達が危険に

さらされる。干ばつ、洪水、熱帯低気圧のような異常気象の発生時 やその

影響により、彼らは傷害や死亡のリスク49にさらされ、それらは気候危機に

よって悪化している。

気候危機は世界中の食料生産を脅かし、子どもの発育と生存を損なう可

能性がある。子どもの頃の栄養不良は、特に思春期の若者や女の子の

身体的・認知的発達の遅れにつながっている50。5歳未満の子どもの主な

死因でもあり、生涯にわたって不可逆的な影響を及ぼす可能性がある。

例えば、2030年までに、気候変動の影響により、更に750万人の5歳未

満の子どもが、中等度または重度の発育不良になると推計されている
51。アフリカの角地域や中央サヘル地域を含め、危機に見舞われた15ヵ

国では、この年齢層の800万人近くの子どもが既に、重度の消耗による

死の危険にさらされている52。胎内での栄養不良は、乳幼児の病気と死

亡のリスク上昇につながっている53。妊娠中の思春期の若者は、自身と

お腹の赤ちゃんが成長するために必要な栄養と格闘する中で、こうしたリ

スクの多くに一度に直面する可能性がある。更に、気候災害と関連しが

ちなマラリアのような 媒介性疾患による死亡リスクが高まり、妊産婦保健

サー ビスへのアクセスが妨げられることも、早期出産に伴う死亡や身体

障がいのリスクの高さを考えれば極めて重要である。

2030年までに、

気候変動の影響

により、新たに

750万人の5歳
未満の子どもが

中等度または重

度の発育不良に

なると推定され

ている。
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気候災害は、子どもの長期的な健康状態や認知能力にも 影響を及ぼ

し、それに伴って情緒的、全体的な幸福や発達にも影響を及ぼす可能

性がある。幼少期に生じた健康上の問題は、子どもの将来に長期的な

影響を及ぼす可能性があり、子どもが経験した健康上のショックは、そ

の後の人生における教育や労働市場で成果を上げることを困難にしか

ねない54。例えば、幼少期にエルニーニョの影響を受けた子どもは、言

語発達、記憶力、空間的推論において、同年齢の他の子どもよりも低い

スコアを示した55。

気候危機は、極度の子どもの貧困に終止符を打ち、2030年までに多面

的な子どもの貧困を少なくとも半減させるという、国連の持続可能な開

発目標を危うくしている。気候変動と子どもの貧困の関係は複雑で、双

方向に作用している。気候ショックは子どもの貧困を増加させ、貧困は

気候ショックに対する子どもの脆弱性を悪化させる。頻発する異常気

象、徐々に進行する気候変動のプロセス、長期化する危機は、家族の

資産や生計を徐々に蝕み、貧困の中で暮らす子どもやその家族は、気

候ショックに対応するための対処メカニズムが乏しくなる。気候ショック

の中で子どもの貧困に対処するための最も強固な政策手段のひとつ

が、適応型社会保障であり56、これは子どもとその家族のレジリエンス

の構築を助けることができる57。適応型社会保障とは、気候変動への適

応と災害リスク管理への配慮を社会保障制度に統合する、リスク情報

に基づいたアプローチである。その目的は、家計の適応能力を高め、長

期的なレジリエンス構築を支援することで、気候変動リスクに対する家

計の脆弱性を軽減することである58。他のメカニズムの中でも、社会保

障には、栄養、保健、教育サービスと強く結びついた現金給付プログラ

ムが含まれる。社会保障プログラムのプラスの影響に関する圧倒的な

証拠があるにもかかわらず、子どもや家族への給付を受けている子ども

（0～14歳）は、世界全体では4人に1人にすぎない59。
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大洪水による人命と生計の損失

パキスタンは、500人以上の子どもが死亡し、350万人近い子どもが避難を余儀なくされた

2022年の大洪水からの回復途上にある。350万人近くの数字は、2016年以降に記録された

子どもの避難民の約9割を占めている60。200万戸超の家屋が失われ、500万人が依然として

食料不安の非常事態にある61。農業などの主要な経済部門で生産性が失われ、小規模農業

に生計を依存していた家族は、今なお生存のために苦闘している。子どもの栄養不良率は危

機的なレベルに達した。ユニセフが洪水の被害を受けた15地区で実施した調査によると、生

後6～23ヵ月の子どもの3分の1近くが中程度の急性栄養失調に、14％が重度の急性栄養失

調に苦しんでいると推定されている62。セーブ・ザ・チルドレンも、洪水によって少なくとも1万

8590校の学校が損壊または破壊されたと推定している。初期の推定では、少なくとも67万人

の子どもが被害を受けたとされているが、実際の数はずっと多い可能性がある63。

2023年5月、コンゴ東部の南キブ州で、壊滅的な鉄砲水と土砂崩れによって1,000人以上の子

どもが死亡し、更に90人の子どもが家族とはぐれた64。推定3,000戸が破壊され、6校が流され

た。これはコンゴで最も深刻な災害のひとつである。これらの洪水は、子どもを含む世界で最も

脆弱なコミュニティが、気候危機の矢面に立たされていることを改めて示している。

保護されるべき権利

遅発性、突発性の気候事象は、子どもの安全と安心にますます影響を

与えるようになっており、保護のニーズと支援の格差が拡大している。熱

帯低気圧や洪水などの突発的な災害は、子どもや家族に対する保護や

支援のシステムを含む、主要なサービ スを混乱させる可能性がある。災

害発生後、子どもたちは保護者から引き離され、人身売買、暴力、搾

取、虐待に巻き込まれるリスクが高まる可能性がある。

保護において生じるジェンダーギャップによって、気候変動に関連した損

失・損害の影響は女の子に不平等にのしかかっている。気候変動によっ

て生計が壊滅的な打撃を受けると、貧しい家庭は、経済的困窮に対処す

るために、娘を結婚させる決断を下すかもしれない、花嫁の対価と引き換

えに、あるいは単に扶養すべき世帯員の数を減らすために、世話にかか

る費用を娘の新しい家族に転嫁しようとするかもしれない。
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例えば、ソマリランドでの調査では、回答者の36％が干ばつの際に娘

を結婚させる戦略を採用していることが明らかになった65。政府の資料

によれば、エチオピアで現在進行中の干ばつとそれに伴う食料不足に

よって最も大きな打撃を受けた地域では、2021年1～4月と2022年の

同じ時期の間に、早すぎる結婚の割合が平均119％上昇した66。 セー

ブ・ザ・チルドレンによる新たな分析では、毎年900万人近くの女の子

が、気象災害と早すぎる結婚の極度のリスクに直面していると推定さ

れている67。子どもの家族は、早すぎる結婚を家族の名誉を守るため

の手段と考えているが、こうした慣行は、女の子を危害の危険にさらす

ことになる。結婚した女の子は教育を終える可能性が低く、親密なパー

トナーからの暴力や女性性器切除 (FGM) を経験する可能性が高い。

エチオピアにおける早すぎる結婚とFGMの関連性は、このことを証明

している68。

気候危機の影響が強まるにつれ、家を離れざるを得なくなる子どもの数

はますます増加するであろう。2016～21年の間に、洪水、暴風雨、干ば

つ、山火事などの気象事象により、推定4,300万人の子どもが国内避難

民となったが、これは1日当たり2万人の子どもが避難民となった計算だ
69。2021年だけで、気候変動によって引き起こされた災害などにより、新

たに730万人の子どもが避難を余儀なくされた70。女性と女の子は、現在

気候変動を理由に避難を余儀なくされている人の80％超を占めているた

め、GBVのリスクが高まっている71。

紛争地における気候変動に関連した損失・損害は、子どもに壊滅的な影

響を及ぼし、彼らの幸福、 レジリエンス、損失・損害に対処する能力にも甚

大な影響を与える72。気候変動は紛争のリスクを高めるだけでなく、紛争そ

のものが環境悪化を助長し、気候関連のリスクや危険を永続化させる可

能性もある73。紛争と気候危機の間の悪循環に巻き込まれると、子どもは

強制的に避難させられ、重要なサービスへのアクセスを失い、トラウマや

傷害に苦しむことになりかねない。気候変動、紛争、移動の関係は複雑で

文脈に特有であるが、気候変動は、特に既に脆弱な環境においては、天

然資源の利用可能性と食料安全保障への影響を通じて、脅威の倍加要

因として作用する。

2016～ 21年の間に、

洪水、暴風雨、

干ばつ、山火事と

いった気象現象に

よって、4,300万人の

子どもが自国内で

避難したと推定され

る。これは1日あたり2
万人の子どもの避難

に相当する。
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移住や強制的な避難を余儀なくされた子どもは、特に適切な計画が実

施されていない場合、保護のニーズが満たされることはほとんどない。

難民、国内避難民（IDPs）の子ども、移民や無国籍の子どもは、気候変

動の下で移動する子どもも含め、主要なサービスへのアクセスが不足し

ていることが多い。こうしたサービスには、社会保障、子どもの保護、教

育や訓練の機会、保健ケア、精神衛生、心理社会的支援、安全なシェル

ターなどが含まれる。このようなリスクは、移動中の子どもだけに特有の

ものではなく、元の場所にとどまることを選んだり、 移動できなかったり

する子どもにも影響を及ぼす可能性がある。気候変動の下で移動する

子どもは、移住、強制移動、 避難の際に家族から引き離される可能性

がある74。特に、 安全で正規のルートや気候変動に対応した移動計画

が存在しない場合はなおさらである。これは、その後の危害や保護リス

クに対する子どもの脆弱性を高める。

気候変動の下で子どもが移住したり、強制的に避難を

余儀なくされたりした場合に生じる損失・損害は、子ども

の保護に対する権利を侵害するものである。短期的で

あれ長期的であれ、移住は子どもや家族を保護すると

同時に、気候変動に関連するリスクを増大させる可能性

がある。移住や避難をした子どもは、都市のインフォー

マルな居住地や、過密で資源不足の難民キャンプに行

き着くことが多く、そこで新たな形の不安定さに直面し、

社会的、環境的、気候的な危険にさらされる。適切な保

護措置がないため、社会的支援システムとのつながり

が失われる可能性があり、そのことが将来のショックに

対する脆弱性を高めることになる。

気象変動に関連した避難が長期化し、家族が生計を立て直すための支援

が得られない場合、子どもは更なる損失・損害のリスクにさらされる。長期

化した避難生活を送る子どもや家族が、サービスや代替的な生計の機会

など持続可能な解決策75を利用できない場合、彼らは一層のリスクにさらさ

れ、安全や保護への手段を欠くことになる。このような家族と子どもは、新

しい場所での生計の多様化や再建、そして子どもとジェンダーに配慮し、移

住や移動の状況にある子ども特有のニーズに対応した関連サービスへの

アクセスを必要としている。

「その影響は物質的なだけでなく...精
神的であることも多く、心理社会的な支

援も重要です、これはあまり考慮され

ませんが。でも、家を失ったり、避難し

たり、あるいは自然災害で家族を失っ

たり、いつもと違う生活になった人に

とって、支援を受けることはとても重要

なことなのです。」

Álvaro、チリ、17歳
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清潔な水と食料を得る権利

気候危機は既に、水の入手可能性に影響を及ぼしており、特に低所得コ

ミュニティの子どもに深刻 な影響を及ぼしている。気候変動が激化し続

ければ、子どもの水へのアクセスは大きな影響を受けるだろう。気候変

動による降水パターンの変化と蒸発量の増加により、多くの地域で地表

水と地下水の供給が減少し続けるだろう。海面上昇は地下水の塩水化

を拡大し、沿岸地域の子どもや その家族が利用できる淡水の量を減少

させると予測される77。干ばつは更に深刻化し、個人消費、農業、その他

の経済活動のための水へのアクセスが減少することが予想される。子ど

もが利用できる水質も気候変動の影響を受ける78。水温が上昇し、洪水

や干ばつが頻発することで、堆積物から病原菌や農薬に至るまで、さま

ざまな形態の水質汚染が悪化すると予測されているからである。水への

アクセスが低下すると、特に女の子と女性（および月経のある人びと）に

影響が及ぶ。彼女たちは家庭の水を集める責任を負っ

ていることが多く、安全な月経管理のために清潔な水に

頼っている。水不足により、彼女たちは水源までより遠く

まで歩かなければならなくなり、GBVのリスクが高まる。

干ばつ、避難、女の子の保護ニーズ

アフリカの角で連続して発生した干ばつは、多くの家族の生活を蝕み、人道的緊急事態を引き起こ

し、最も被害が甚大だった地域から大量の避難民が出る事態となった。子どもとその家族は、長引

く干ばつによる壊滅的な被害ですべてを失い、移住せざるを得なかった。ソマリアの国内避難民

キャンプで暮らす女の子が共有してくれた経験は、避難生活において重要な支援やサービスがな

いために思春期の少女が直面した課題を示している76。特に年少の女の子にとって、過酷な避難

生活であっただけではなく、GBVや思春期の妊娠を経験するリスクも高まることとなった。

「損失・損害はまた、人が清潔な飲料水

にアクセスできず、その結果病気にな

り、子どもがより大きな影響を受けると

いう健康上の合併症にも関係すること

があります。」

Dalitso、ガンビア、14歳
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気候危機は、農業生産性、長期的な食料安全保障、 栄養を脅かし、

子どもに経済的、非経済的な損失・損害をもたらす。気候変動は、過去

50年間における世界の農業の生産性向上を遅らせてきた79。脆弱な状

況における紛争と気候ショックの交差は、栄養への悪影響を更に悪化

させ、子どもの成長と発達に悪影響を及ぼす。2050年までに、国際社

会が気候変動に対する行動を怠れば、飢餓と栄養不良のリスクが

20％増加する可能性がある80。極度の飢餓を経験している約8億3,000

万人、飢饉の淵に立たされている5,000万人に加え、極度の飢餓に直

面している人の数は、なんと18億人81も増加する可能性がある82。とり

わけ子どもや妊娠中・授乳中の女性や女の子、そして先住民は、気候

に関連した食料危機から不平等な影響を受ける。2050年までに、気候

危機のために、更に2,400万人の子どもが栄養不良になると予測され

ている83。作物収量の減少、食糧システムの危機、飢餓の増加に対す

る気候の影響に対処するための努力は、2020～40年までに1兆4,000

億ドルの費用がかかると見積もられている84。

食料不安と子どもの栄養不良は異常気象によって悪化する

2020年、ハリケーン「Eta」と「Iota」が中東アメリカとカリブ海諸国を襲った85。多くの家庭が食料とな

る作物や飼育していた家畜を失った。その結果、貧困と子どもの栄養失調が増加した。ハリケーン

によって、ユースや子どもは避難し、多くのコミュニティが災害初期には孤立状態に陥ったため、教

育を中断せざるを得なかった。更に中央アメリカでは、干ばつの長期化が零細農家に影響を及ぼ

し、子どもとその家族の食料安全保障を危うくしている。

アジアでは2022年、洪水によって大きな経済損失・損害が発生した86。2022年のパキスタンではモ

ンスーンによって、170万ヘクタールの農地と80万頭の家畜を破壊し、食料不安を引き起こした。洪

水、干ばつ、熱帯暴風雨に関連する損失・損害の25％は農業部門で発生しており、農家、特に最も

脆弱な小規模生産者は、回復のための金融メカニズムへのアクセスが限られているか、まったくな

いことが多い。農業における損失・損害は、既存の脆弱性を悪化させ、子どもの健康と発達を損な

う。例えば、パキスタンの洪水被災地では、2022年にモンスーン発生以前から、5歳未満の子どもの

40％が発育阻害、 23％が消耗症に苦しんでいた87。モンスーンによる壊滅的な被害は、更に数百

万人を危機的な緊急レベルの食料不安へと追いやった88。

2050年までに、

国際社会が気候

変動に対処でき

なければ、飢餓と

栄養不良の

リスクは20％増

加する可能性が

ある。
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教育と健康を享受する権利

気候変動に関連した損失・損害の影響が増大するにつれて、子どもは、

直接的・間接的な経路を通じて、保健と教育へのアクセ スを阻む新たな

障壁に直面することになる89。直接的には、気候変動の影響によって教

育・保健施設、医薬品の供給、または道路などの重要なインフラが損な

われる場合、学校が緊急避難所として転用される場

合、洪水などの異常気象が子どもの移動を妨げる場

合などに、保健と教育へのアクセスが制限される。災

害や疾病の蔓延を含む気候や環境の脅威は、毎年

3,700万人超の子どもの教育に支障をきたしている

90。これは、緊急事態や危機のために教育が中断され

る7,500万人の子どもの半数近くを占める。

気候危機は、子どもの学習能力や安全で質の高い教育へのアクセスにも

影響を与える。暑さは教育達成度に大きな影響を与える可能性があり、気

温の高い学年度の学習成果は、気温の低い学年度の学習成果よりも低く

なる。調査によると、学年の気温が 0.5度上昇するごとに、子どもたちの学

習成果は1％減少する91。また、気候危機が生計に与える影響によって、

子どもが教育を受けられなくなる可能性もある。子ども、特に女の子は、学

費が払えなくなった場合に学校から引き出されたり、他の世帯員が生計の

機会を求めて他の場所に移住したり、負傷したり、気象災害に巻き込まれ

て亡くなった場合に、無給の家事労働の損失を補うために学校から引き出

されたりする可能性がある。

子どもは、気候変動に伴ういくつかの身体的健康被害を受けやすい92。通

常、水系感染症は、洪水や暴風雨発生後、特に水や衛生のインフラが被

害を受けた場合に蔓延するが、気候変動によって異常気象が増加するに

つれて、その傾向はますます強まっている。2030年までに、気候変動の影

響により、15歳未満の子どもの下痢性疾患による死亡者数が4万8,000人

増えると予測されている93。2050年までに、20億人を超える子どもが、「より

頻繁に、より長く続き、より深刻な」熱波にさらされるようになると推計されて

いる94。

「災害のたびに、子どもは深刻な打撃を

受けます。「損失と損害」基金は、仮設の

学習スペースや子どもに優しい環境の

設置を支援することができます。災害

後、これらの空間は教育や心理的支援

を提供し、混乱の中で子どもに平常心を

与えることができるでしょう。」

Arushi、インド、16歳
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子どもが熱波にさらされればさらされるほど、慢性呼吸器疾患、喘息、心

血管疾患などの健康問題を発症する可能性が高くなる。公衆衛生調査の

レビューでは、15歳未満の子どもが暑さによって死亡するリスクは大人よ

りも高く95、特に乳幼児と5歳未満の子どもはリスクが高いと結論づけてい

る96。また、暑さは妊産婦と新生児の健康状態を悪化させ、出産前1週間

の気温が1℃上昇すると、死産になる可能性が6％高くなるという調査結

果もある。

気候変動は、子どものメンタルや幸福にも影響を与える97。気候変動の

影響によって家族を失ったり、強いストレスを感じたり、生命を脅かされる

ような経験をした子ども98は、心的外傷後ストレス障害、不安障害、自殺

願望、うつ病を経験する可能性が高い。また、気候危機は将来の気候関

連 の損失・被害を心配する子どもの間に、気候不安を生じさせる。子ども

は特に、気候に関連した苦痛を感じやすい。気候危機は複雑な課題であ

るため、気候不安と結びついた否定的な感情は、子どもにとって圧倒的

なものとなり、将来の成長と幸福に有害な影響を及ぼす可能性がある。

形成期に慢性的なストレスを経験した子どもは、その後の人生でメンタル

ヘルスの問題を発症するリスクが高くなる99。10カ国の子どもを対象とし

た調査によると、60％近くが気候危機を非常に心配しているか、極めて

心配しており、その中でもグローバルサウスの貧しく気候変動の影響を

受けている国の子どもは、より心配していることがわかった100。

女の子は、気候変動に関連した教育や保健サービスの途絶による損失・

損害の影響を不平等に受けている。気候危機による保健サービ ス、情

報、教育へのアクセスの低下は、子ども101、特に思春期の女の子に大き

な影響を与える。現在の傾向が続けば、気候変動は、2025年までに、毎

年少なくとも1,250万人の女の子が教育を修了できない一因となるだろう
102。学校を中途退学したり、引き抜かれたりすると、GBVを経験するリスク

が高まり、生涯収入にも影響し、地域経済、国家経済、世界経済への影

響も増幅する。
現在の傾向が

続けば、気候変動

は2025年までに、

少なくとも毎年

1,250万人の女の子

の教育修了を

妨げる一因となる

だろう。
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教育の中断を削減・防止し、女の子が安全で質の高い教育（包括的な
SRHR教育を含む）を受けられるようにすることは、より多くの女性が正規
の労働力と経済に参入することを可能にし、世界全体で最大12兆米ドル
分成長する可能性がある103。

生殖に関する保健サービスや情報の包括的なセットにアクセスできない場

合、気候に関連した損失・損害は女の子のSRHRを損なう。妊娠中の女の

子や早すぎる強制された結婚の影響を受けている人、あるいは気候変動

の影響による性暴力や性的搾取・虐待を含む他の形態のGBVを経験して

いる人たちにとって、SRHRに悪影響を及ぼすリスクは高まる。出産と妊娠

中の合併症は、15～19歳の思春期の女の子の世界的な死因の第一位で

ある。

遅発性・突発性の気候事象による教育の中断

2023年初頭、バヌアツは双子の熱帯性低気圧「Judy」と「Kevin」に襲われ、家屋、学校、コミュニ

ティに大きな被害をもたらした。これらの連続する気候変動に起因する災害により、推定5万8,000
人の子どもが人道支援を必要としている。多くの子どもが避難所に身を寄せ、教育を受けられず

にいる104。バヌアツの子どもは、既に上の世代よりも激化したサイクロンを経験しており、衝撃に対

応した教育システムの構築は、バヌアツの将来の計画と開発における重要な検討事項でなけれ

ばならない。

ケニアでは、トゥルカナ湖の水位が上昇したことで、子どもの通学が制限され、以前は歩いていた

子どもも、今では ボートを使って湖を渡らなければならなくなっている105。コミュニティにとって経済

的に困難であるだけではなく、移動も危険である。このコミュニティでは、子どもたちの間で水系感

染症や栄養不良が多発していると報告されている。カロコル区のロパンガイ小学校では、水位上

昇により学校が閉鎖され、子どもたちは当面の間、仮設校舎で学んでいる。他にも、ロレンギピ/ロ
キラマ区のロヤ村では、気候による家畜の喪失が生計を破たんさせ、栄養失調の原因となってい

る。この村では干ばつが頻発し、牧草地が枯渇して家畜の健康が損なわれ、その結果、乳の生産

量が低下し、子どもの栄養失調につながっている。村人は牧草地を求めてウェストポコット郡や近

隣のウガンダに移住している。コミュニティは学費を払うために家畜を売っていたため、牧草地の

喪失と家畜の数の減少は、子どもたちの教育にも影響を及ぼしている106。
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トンガでは2018年2月、熱帯低気圧「Gita」により、トンガタプ本島の学校の73％（150校中109校）

が損壊または破壊された が、これに対して居住用の建物は25％で、2万3,000人超の生徒が影響

を受けた107。サイクロンから3ヵ月経った後も、1,200人近くの生徒がテントで授業を受けている。さ

らに、施設内やそこへの通学中の安全に対する懸念や、適切なWASH設備がないために尊厳を

持って月経管理を行うことができないために、女の子は男の子よりも仮設の学習施設に通う可能

性が低いことも明白にされている。

文化遺産と先住民の知識に対する権利

子どもを含む先住民は、歴史的な疎外パターンと気候変動の損失・損害

の影響が交錯して、二重の不公正に直面している。IPCCは、今日の「高

い脆弱性を引き起こしている開発課題は、特に多くの先住民にとって、植

民地主義のような歴史的かつ継続的な不公平のパターンから影響を受

けている」と認めている108。多くの先住民の子どもは、貧困に苦しむコ

ミュニティで暮らしており、それが気候変動に対する彼らの行動力に影響

を与え、損失・損害に直面するリスクを高めている。先住民は、世界の貧

困層の約15％を占め、地方で極度の貧困に苦しむ9億
人の3分の1を占めている109。

多くの先住民は、生計や精神的・文化的慣習を気候変

動の影響を受けやすい生態系に依存しているため、気

候変動に関連した損失・損害のリスクが高まっている。

彼らは特に、土地、水、生物多様性の劣化によって脅か

されており、それが伝統的な生計を営む彼らの能力を

制約している。例えば、北極圏の先住民の伝統的な生

計は、気温の上昇により、トナカイの餌が減少し、氷の

層が硬くなり、餌が手に入りにくくなることで困難に直面

している。同様に、グアテマラのマヤ・チョルティ族は、気

候の変化により、伝統的な作物であるトウモロコシの喪

失に直面している110。

「誰もが異なる状況の中で生活してい

て、誰であるかによってより脆弱で

す......彼らは気候変動とその被害の最

も影響を受けやすい人びとであるた

め、損失・損害に関してより考慮するた

めに、彼らに特別な配慮をする必要が

あります。」

Génesis、コロンビア、15歳
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土地と資源は、先住民の子どもを含め、先住民のアイデンティティに深く

埋め込まれており、彼らの土地、領土、天然資源は、自然との関係の根

源的な部分である111。彼らの精神性だけでなく、社会構造、政治構造、

経済システムは、この関係の維持に左右される。このことは、先住民の

子どもが、例えば気候変動に関連した移動のために、土地や領土への

アクセスを失った場合、彼らの文化的遺産や伝統的知識を奪われる危

険性も高いことを意味する。

先祖伝来の土地と文化遺産に対する先住民の権利を考慮しない気候変動

対策は、損失・損害を与える可能性がある。先住民とその子どもは、気候

変動の緩和や その影響への適応を目的とした行動によって、悪影響を受

ける可能性がある。例えば、バイオ燃料や水力発電の生産に関連するプ

ロジェクトは、過去に先住民のコミュニティ全体を、彼らの自由意思に基づく

事前のインフォームド・コンセントなしに、移動させる結果となった112。

太平洋の気候変動： 先住民の知識への脅威

気候変動に関連した損失・損害に関する懸念は、海面上昇に直面する太平洋諸島の島民が特に

感じている。多くの島民は、先祖伝来の土地や埋葬地へのアクセスの喪失、先住民の知識の喪

失、伝統的慣習の喪失など、非経済的な形態の損失・損害によって、自身の文化やアイデンティ

ティの将来の持続可能性が脅かされていると認識している。こうした脅威に対処するため、前向き

な取り組みや優れた実践が数多く生まれている113。気候変動と先住民の地域知識に関する教育

課程の開発、子どもに道徳的価値や文化的規範を植え付けるために年長者が語り聞かせるトゥ

トゥナップのような慣習の復活などがそれである。
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提言

損失・損害資金は子どもに配慮したものでなけれ
ばならない

経済的および非経済的な損失・損害の影響に対する子どもの脆弱性を

考慮すると、新たに義務付けられた「損失と損害」基金と、より広範な損

失・損害資金では、子どもを中核に据える必要がある。そのために以下

の点を求める。

1. 子どもの権利を指針として取り入れること

2. 「損失と損害」基金および損失・損害資金の設計、監視、実施を含

むプロセスにおいて、子どもを有意義に関与させること

3. 子ども特有のニーズや脆弱性を考慮すること



子どものための損失・損害資金

4. 子どもとその家族のための資金へのアクセスを確保すること

5. 子どもへの説明責任と司法へのアクセスを確保すること

6. 子どもたちへの投資。教育、保健、栄養、WASH、社会保障、

子どもの保護など、子どもたちの重要なサービスの再建/回復

を行うこと

子どもの権利を指針として取り入れる

• 損失・損害資金が子どもに配慮したものとなるよう114、子どもの最善の

利益を含め、国連子どもの権利条約に規定されている子どもの権利

が、年齢や ジェンダーによって異なる影響や、子ども自身の意見や提

言を認識しながら、すべての資金決定事項に反映されなければならな

い。

• 子どもやその保護者の具体的なニーズがプロジェクト提案の設計に反

映されるよう、新たな「損失と損害」基金の管理制度、説明責任メカニズ

ム、指針に、子どもとその権利が明確に言及されなければならない。

• すべての損失・損害の資金メカニズム、政策、予算、および運営上の

決定案は、子どもの権利への影響評価を受けるべきである115。これ

は、子どもの最善の利益が各決定の中心にあり、その後の損失・損害

の政策、プログラム、またはその他の介入策とその結果が、子どもの

権利を損なうことのないようにするためである。

「損失と損害」基金および損失・損害資金の設計、監視、実施を含むプロ

セスに、子どもを有意義に参加させる

• 子ども、地元主導の組織、その他の影響を受けた人びとは、損失・

損害に関する意思決定への積極的な参加者として認識されるべき

である。これは、損失・損害に関する意思決定プロセスに、主体お

よび権利保持者として子どもを含めることを意味する。
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また、損失・損害に関する意思決定プロセスへの参

加において子ども が直面する障害を認識し、政府

やその他の利害関係者が、子どもの安全で有意義

な参加を促進する方法を探ることも必要である116。

「損失と損害」基金の設計と実施、監視、評価、学

習、および全体的な運営に関連するプロセスに、子

どもを専門家として参加させるべきである。「損失と

損害」基金の設計・実施のすべてのレベルにおいて、

子どもの脆弱性と能力を考慮し、 「損失と損害」基金やその他の気候変動

基金の意思決定と運営に際して、有意義で、包摂的で、子どもに配慮した

アプローチを策定するため、子どもの諮問委員会または委員会を設置すべ

きである。

• 損失・損害に関する行動決定への、十分な情報に基づいた完全な参

加を支援するため、子どもは、年齢、ジェンダー、能力に応じた損失・

損害に関する情報へのアクセスを持つべきである。「損失と損害」基

金やその他の資金メカニズムが、真に子どもに配慮したものとなるた

めには、気候変動に関連するあらゆるリスクと影響を経験する子ども

（リスクの高い気候変動のホットスポットに住む子どもや、気候変動の

影響を受けて既に移動している子どもを含む）の視点と優先事項を把

握することが不可欠である。

子ども特有のニーズや脆弱性を考慮すること

• 損失・損害のニーズ評価は、子どもの貧困や不平等といった、既存

の、そして交錯する脆弱性と、さまざまな子どもの集団に特有の能

力を考慮しなければならない。このような配慮には、女の子や

SOGIESCに基づいて差別される子ども、先住民の子ども、障がい

のある子ども、避難民、移住民、難民の子ども、紛争の影響を受け

た子どもなどが含まれるが、これらに限定されるものではない。子ど

もが自ら認識したニーズと優先事項は、資金提供の対象となり、損

失・損害介入策の対象となるべきである。

「政策立案者や意思決定者は、子どもが

何を望んでいるのか、彼らの将来はどう

あるべきかについて、彼らと話し合う必

要がある。ほとんどの政府は、ユースが

何を必要としているのかを理解しようとし

ていないため、彼らもその一員であると

感じるでしょう。」

Moussa、（仮名）
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• 損失・損害への対応は、既存の不平等や、気候危機が

さまざまな子どもの集団に与える具体的な影響を把握

するために、最低限、年齢やジェンダー、移住の有無、

障がいの有無など、個別に分類されたデータに基づい

て行う必要がある。損失・損害が子どもの権利を侵害

する一方で、データが定期的に記録されていないた

め、データが入手しにくく、効果的な対応が難しいのが

現状である。高い気候変動リスクに直面している国々

において、 データの収集と細分化を強化するための財

政支援も必要である。

• 既存の気候変動資金メカニズムの政策や 指針は、子どものニーズや

特有の脆弱性、損失・ 損害に関する優先事項を考慮すべきである。

既に一部の資金提供者は、指針に子ども特有の気候変動へのニー

ズをどのように組み込むかを検討し始めている。例えば、開発途上国

が温室効果ガスの排出抑制・削減・吸収（緩和）と気候変動による影

響への対処（適応）を実施するための努力を支援する国際基金「緑の

気候基金（Green Climate Fund：GCF）」は、特に保健、 気候変動に

強い社会保障、教育の分野において、子どもに焦点を当てた気候変

動資金の橋渡しをするため、パートナーとともに積極的に取り組んで

いる。また、 開発途上国の気候変動対策のうち、適応策を支援する

多国間気候基金「適応基金」は、適応プログラムにユースを参加させ

るための取り組みを推し進めている。このような努力は、新たな損失・

損害資金の取り決めを含め、既存のすべての気候変動資金メ カニズ

ムによって複製され、拡大されるべきである。

子どもとその家族の資金へのアクセスの確保

• 子どもや女の子が主導する組織を含め、気候危機の最前線にいる

子どもは、コミュニティ専用の窓口を含め、「損失と損害」基金やその

他の損失・損害資金を通じて、資金支援を適時に利用できるようにす

べきである117。コミュニティ窓口は、国、地域、またはグローバルな仲

介機関を介することなく、子どもとその組織に直接、助成金や他の形

態の資金を提供すべきであり、それによって、気候変動資金へのア

クセスがより包摂的で、公平で、子どもの状況特有のニーズと優先

事項に取り組む上で効果的なものとなる。

「このような取り組みに参加できる人た

ちとともに、私たちは当局の中で、より

参加の機会を与えられるべきです。し

かしまた、私たちの意見や考えが聞き

入れられ、提案を共有でき、それらが

考慮され、問題解決の一端を担うことも

できる場を望みます。」

Joselim、ペルー、16歳
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• 子ども対応型気候変動資金にアクセスするための

技術的支援は、既存の地域メカニズムや実施機関

を通じて利用できるようにすべきである。これには、

例えば、子どもやその家族、 コミュニティと密接に協

力しているNGOや先住民組織などが含まれる。損

失・損害のための資金は、地域ごとに配備され、子

ども特有の気象変動に対する脆弱性に合わせて調

整されるべきである。これを促進するために、損失・

損害に対する資金配分の政策、指針、基準は、国

や地域の言語、文化的に適切な方法で、子どもがアクセスしや

すい経路を通じて交付されなければならない。

• 特に、脆弱で紛争の影響を受ける状況においては、現地の組織を真

に支援し、リスクを移譲せず、不平等や紛争といった脆弱性の根本

原因を悪化させないような方法で、現地のアクターが資金を利用しや

すい形で提供するよう注意しなければならない。

気候資金の好事例

後発開発途上国（LDC）グループは、LDCが独自の長期的な気候変動対応・低排出戦略を策定、

強化、運用できるようにするため、「効果的な適応とレジリエンスのためのLDC構想」（LIFE-AR）118 
を立ち上げた。LIFE-ARは、LDCsの制度的・運営的構造を構築し、国家的経路を通じて地方レベ

ルでの資金供給を試験的に行うため、LDCsを支援する。これらの戦略には、ショック対応型・適応

型の社会保障プログラムの確立、気候情報ツールを零細・中小企業ビジネス支援に提供、コミュニ

ティのレジリエンスを高めるプロジェクトに投資するための地方政府への資金委譲などが含まれ

る。目標は、国際的なアクセスと国の予算編成を通じて、資金が地方レベルに円滑に流れるシステ

ムを構築することである。

地球環境ファシリティ（GEF）小額助成プログラムは、能力開発、ジェンダー、ユースと先住民の参加に

重点を置いて、市民社会とコミュニティベースの組織によって設計され、実施されるプロジェクトの資

金を助成するプログラムである119。

「「損失と損害」基金は、地元の経済

を発展させ、地元の人たちに利益を

もたらすような、グリーンイニシア

ティブやグリーンエネルギーなど、コ

ミュニティに根ざした取り組みを支

援するためにも使うことができま

す。」

Soham、インド、18歳
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子どもへの説明責任と司法へのアクセスの確保

• 「損失と損害」基金や損失・損害資金の取り決めの

活動が、子どもの権利、人権、生活、あるいは子ども

のコミュニティ環境を侵害する場合、子どもや子ども

の団体は、効果的な異議申し立てメカニズムや救済

措置を利用できなければならない。資金へのアクセ

スは、救済と正義へのアクセスの先駆けであり、公

正で公平な、子どもに配慮した手続きは、子どもや、

子どものグループが、新たな「損失と損害」基金を通

じて資金へのアクセスを確保するための土俵を平ら

にするために極めて重要である。

• 救済メカニズムは、気候変動の影響による子ども特有のニーズと権

利侵害を考慮し、その被害が生涯にわたって不可逆的な結果をもたら

す可能性があることを認識すべきである。救済措置には、損失・損害

の影響を受けたコミュ ニティにおける、子どもの教育、保健、保護、社

会保障を支援する資源が含まれる。

• 子どもや家族の正義を保証するために、損失・損害資金メカニズム

は、効果的な環境的・社会的セーフガードを備えるべきである。また、

受益者が損失・損害対応のすべての段階に参加し、透明性メカニズム

や情報へのアクセスを通じて、資金拠出者や実施者に説明責任を負

わせることができるようなメカニズムが必要である。

「子どもやユースは、地方レベルのよ

うに、意思決定委員会の一員となる

必要があり、審議会に出席し、意思決

定を行えるようにする必要がありま

す。意思決定者は責任を負わなけれ

ばなりません。子どもを保護し、力づ

けるために、子どものための特別な

場を設けるのです。」

Dalitso、ザンビア、14歳

資金提供されるプロジェクトは、生物多様性、気候変動、土地利用に関するものである。資金提

供によって、コミュニティは革新的なアイデアや 最善策を試すことができ、学んだ教訓は国レベル

で再現され、拡大される。GEFの中規模プロジェクト方式は、審査・承認手続きなどの手順を簡素

化することで、小規模プロジェクトを迅速に実施する仕組みを提供するものであり、GEFのフルサ

イズプロジェクトに比べてプロジェクト周期を短縮することができる120。更に、国際/国内 NGO な
ど、GEFの資金を利用する実行機関と利害関係者のバランスの取れた代表を可能にする。
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子どもへの投資：教育、保健、栄養、WASH、社会保障、子どもの保

護など、子どもにとって重要なサービスの再建/回復

• 損失・損害に対する多額の資金は、公平で包摂的な方法で提供され

るべき、低年齢の子どもに必須のサービスを含む、子どもに不可欠な

社会サービスに充てられるべきである。こうしたサービスには、保健、

教育、食料と栄養、クリーンエネルギー、WASH、子どもと社会の保護

サービスが含まれる。特に、性と生殖に関する保健サービス、産前・産

後ケア、質の高い早期ケアと教育経験、小児保健へのアクセスを向上

させることに投資対象を絞るべきである。

• 損失・損害に対する気候変動資金は、適応力のある社会保障制度へ

の投資に充てられるべきである121。これは、子どもとその家族のレジリ

エンスを強化し、子どもの発達とサービスへの投資を損なったり、中断

させたりすることなく、気候ショックに対処し、そこから回復する能力を

高めるために重要である。

• サービスは、気候変動の影響に耐えられるよう、リスクの高い地域に

住む子どものニーズに合わせるべきである。また、最も脆弱な人びと

を支援し、保護するための準備も必要である。損失・損害資金は、柔

軟で移動可能なサービスを可能にし、気候変動の中で移動する子ど

もを支援できるようにすべきである。

• 損失・損害資金は、気候変動関連の異常気象によって避難した子ど

もや コミュニティに直接提供されるべきである。避難が長期化する場

合には、新しい場所での生計の多様化や再建のための支援を含め、

故郷に戻れない人びとの再定住や移転のために、資金援助が必要で

ある122。子どものニーズを満たすために、この支援は子どもやジェン

ダーに配慮したものでなければならない。
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包括的原則

これらの目標を達成するために、損失・損害補償基金と損失・損害資金

には含めるべきである。

1. サイロ化（組織やシステム、データなどがそれぞれの部門や拠点で
別々に管理され、部門間・拠点間での連携が取れていない状態）を
解消する統合資金調達

2. 持続可能、公平、無借金の支援

3. 脆弱性への対処と長期的なレジリエンスの構築

サイロ化を解消する統合資金調達

• 「損失と損害」基金と損失・ 損害資金の取り決めは、パリ協定の第8
条で明確に されているように、気候変動関連の損失・損害の回避、

最小化、対処に向けた総合的な行動を支援するために、 現存する

気候変動資金のモザイクの中に位置づけられるべきである124 。これ

は、適応、緩和、損失・ 損害がばらばらに存在しているのではなく、

多くの場合重なり合い、複雑に関連しているという認識に基づくべき

である。これまで、気候危機への取り組みへの関心は、緩和と、それ

ほどではないにせよ、適応に集中しがちであったが、気候変動の影

響の中には、既に「適応の限界」を超えているものもあるため、損失・

損害への取り組みは、気候変動対策の第三の側面として極めて重

要である。

損失・損害に対するショック対応型社会保障

ショック対応型社会保障（SRSP）は、気候ショックや災害の影響に直面する貧困で脆弱な世帯の

消費ニーズと生産性を保護するための効果的な手段となり得る。2019年、ユニセフはモンゴルの

国および州政府と協力して、国の社会保障制度にSRSPを試験的に実施し、厳しい冬（またはゾ

ド、寒雪害）の間に家計のリスク対応として取りがちな節約から子どもを守る取り組みを行った

123 。これには、厳しい冬を予期して0～5歳の子どもがいる世帯に対する「子どもマネープログラ

ム」の意義を高めることにもつながった。この早期対応措置の結果、幼い子どものいる世帯は、通

常であれば、厳冬期に収入が途絶えると、家畜を守るために飼料への支出を増やすために、子

どものニーズを犠牲にしていたのが、所得の変動に対して消費の変動を抑える（消費平準化）が

進められた。
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• 新たな損失・損害資金は、人道資金を補完するものであるべきだが、

現在の人道資金よりも広範を網羅しなければならない。人道倫理のい

くつかの側面は気候正義と重なるが、人道支援だけでは気候変動関

連の損失・損害に対処するには不十分である。人道支援は主に、気候

変動による危険の発生の悪影響を抑えることを目的としている。これと

は対照的に、損失・損害に対処するためには、影響に応じた緊急対応

の要素と、予見的行動、備えの強化、予防、レジリエンス構築のため

の長期的な財政支援の両方が必要である。例えば、災害からの救援、

復旧、復興に加え、損失・被害に対する資金援助は、安全な移住や再

定住、生活と生計を再建するための長期的な安全保障や社会保障に

も充てられるべきである。そのためには、緊急時対応資金、人道的予

見可能性を高めるための事前の対応資金、適応力のある社会保障制

度への投資拡大、脆弱な立場にある人びとを支援するための保険な

ど、適切な財源が必要である。
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子どものための損失・損害資金

• 「損失と損害」基金と損失・損害資金の取り決めを通じた資金提供は、

損失・損害に関連する国や地域の気候変動資金計画と首尾一貫した

ものでなければならない。また、気候正義、世代間衡平、人権・子ども

の権利の主要原則を推進する国・地域の戦略と整合し、これを補完す

るものでなければならない。

持続可能で公平、無借金の支援

• 損失・損害資金は、新規で、追加的で、タイムリーで、効果的で、適切

で、相応で、予測可能で、持続可能でなければならず、人道資金、開

発資金、気候変動資金の間のサイロ化を解消することに貢献しなけ

ればならない。また、気候変動に関連する災害後の再建や復旧を含

め、必要不可欠な子どもサービスと関連インフラへの投資を促進し、

予測的行動を強化すべきである。

• 損失・損害資金は、気候変動の影響を受ける国々の債務負担を悪化

させるべきではない。学校、医療施設、その他、子どものウェルビーイ

ングと発育に不可欠な公共サービスへの投資に対して、返済できな

い債務を返済する義務が負の影響をもたらすことを考慮すれば、その

ような資金は、融資ではなく、助成金として提供されるべきである125。

加えて、すべての債権者は、「損失と損害」基金や損失・損害資金の

取り決めとは別に、気候、保健、その他のショックや災害の際に、債

務の支払いを自動的に停止する気候変動に強い債務条項を、 債務

契約に導入すべきである。これにより、各国は緊急事態に対応し、損

失・損害に対処するために必要な余裕を得ることができる。
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子どものための損失・損害資金

• 新たな損失・損害資金は、複数の資金源126を統合する必要があり、

環境と開発に関するリオ宣言とUNFCCCに謳われている「汚染者負

担」の原則に基づき、気候正義を促進するために最も脆弱な人びとに

資金を配分すべきである。「損失と損害」基金は、主に公的資金と新

たな革新的資金で構成されるべきである。また、公的資金を通じた民

間セクターからの拠出や投資機会も負債を増やしたり、新たな負債を

生み出したりしない限り、検討されるべきである。革新的なメカニズム

としては、航空や化石燃料のような高汚染活動や産業部門に対する

利益税や課税が考えられる。

• 「損失と損害」基金の運営手段は、包摂的で透明性があり、説明責任

を果たすものでなければならない。

脆弱性への対処と長期的なレジリエンスの構築

• 損失・損害資金は、損失・損害に効果的に対処できるよう支援するた

めに、損失・損害によって最も影響を受けた人びとや、既に疎外された

状況にある集団を緊急に優先すべきである127。これらには、低所得

国、小島嶼開発途上国、SOGIESCに基づいて差別された人びと、子

ども、先住民、 障害者、移民、難民、国内避難民（IDPs）、そして差別

と不平等が交差し複合的な形態を経験している人びとが含まれるが、

これらに限定されるものではない。

• 損失・損害資金は、突発的な出来事や災害の後、即座に救命・救済支

援だけではなく、徐々に発生する気象変化の影響を受けた子どもを含

め、長期的なレジリエンスを構築すべきである。損失・損害の経済的・

非経済的影響に対処するための資金と計画は、早期警報と予測的行

動、適応的でショックに対応した社会保障、効果的な人道的行動、災

害リスク管理、より広範な気候変動への適応、緩和戦略と資金への投

資を通じて、損失・損害を回避し最小化するための倍増した努力と調

整されるべきである。
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子どもが求めるもの

気候変動と損失・損害に関する議論に、子どもが対等な利害関係者として有意義に参加するた

めの前提条件として、気候変動と損失・損害に関する認識と教育を向上させる。これは以下に

よって達成できる。

• 学校の教育課程に気候変動を取り入れ、その認知度を高め、子どものインフォーマルなネット

ワークを活用する。教育は、子どもやユースが将来のリーダーとしてより良い意思決定を行え

るよう準備し、変化の担い手として行動するよう促すものである。学校教育だけではなく、子ど

もは、気候変動やその悪影響、そして損失・損害を最小化し、回避し、対処するための行動に

ついての情報を広めるために、彼らが積極的に関与している様々なインフォーマルな場（例え

ば、教会やソーシャル・ネットワーキング・チャンネル）を活用することを提案している。

「損失と損害」基金と損失・損害資金の取り決めへの有意義な参加は、気候変動の影響を最も受

けるのは子どもで、既に損失や損害を直接経験しているからである。これは以下のようにして達

成できる。

• 包括的で効果的かつ持続可能な解決策を開発するためには、子どもの視点と経験が重要で

あるため、彼らの有意義かつ継続的な参加を促進する。子どもやユースは、意思決定や解決

策に最初から最後まで関与することで、コミュニティや それ以上の世界において、前向きな変

化をもたらす強力な触媒となることができる。

• 「損失と損害」基金と資金の取り決めへの子どもの参加を促進する、子どもの参加のための利

用可能で包摂的なプラットフォームを作る。子どもは、過度な専門用語を排した、理解しやすい

言語を通じて、彼らの声を増幅することを求めている。このようなプラットフォームは、多くの子

どもが 損失・損害のアジェンダの形成に積極的に関与できるよう、あらゆる背景を持つ子ども

を受け入れ、様々なレベルの専門家を受け入れる包摂的なものであることが不可欠である。

資金配分の決定、資金提供されたプロジェクトやプログラムの監視と評価など、「損失と損害」

基金の運営に子どもが関与することを促進する。子どもの声を聞くだけでなく、それに基づいて

行動しなければならない。 

彼ら自身の言葉で
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これは以下によって達成できる

• プロジェクトやプログラムの選定を含め、「損失と損害」基金の運営への定期的な意見提供

を通じて、基金の運営への子どもの関与を促進するため、子どもの諮問委員会を設置する。

また、この委員会は、基金運用の中心に子どもに対応したアプローチを据えることにもつな

がる。子どもとユースは、対等なステークホルダーとして扱われる必要があり、「損失と損害」

基金の運営方法に対して影響力を持つべきである。

• 情報への無制限なアクセス、進捗状況の頻繁な更新、気候変動による損失・損害の影響を

最も受けている人びとを真に支援するプロジェクトやプログラムへの資金配分を保証するシス

テム、資金の有効性と公平性を確保するための資金活用の厳格な監視と評価など、透明性

と説明責任を確保する。

より良い、より強靭な世界を実現するためのリーダー、革新者、支持者となれるよう、変化の

担い手として子どもをエンパワーメントするための投資。子どもとユースが支援され、力づけら

れれば、すべての人にとってより持続可能な未来の構築に貢献することができる。それは次

のような方法で達成できる。

• 世界規模で子どもの権利と幸福を守ることを第一の目的とし、「損失と損害」基金の下に子ども

専用基金を設立する。専用基金を設立することは、子ども、特に気候変動の影響を最も受けて

いる国や地域に住む子どもの、特有の脆弱性とニーズに効果的に対処するために重要であ

る。

• コミュニティのレジリエンス構築の取り組みを推進するユースリーダーをエンパワーメントする、

子どもやユース主導のコミュニティの取り組みに資金を配分する。この資金配分は、地域の現

実とつながり、損失・被害を含む気候変動の影響の最前線にいる子どもやユースによって開

発された、コミュニティ主導の革新的な解決策を優先すべきである。



子どものための損失・損害資金

経済的・非経済的な損失・損害の両方を考慮しながら、子どもの現在のニーズが満たされるよう

にするとともに、長期的なレジリエンスに投資することにより、子どもの権利を保護し、彼らの福

祉を守り、彼らのレジリエンスを支援するための総合的なアプローチ。これは以下のような方法

で達成できる。

• 気候変動の悪影響からコミュニティを守るため、気候変動に強いインフラに投資する。子ども

は、より安全で持続可能な社会を実現するためには、強靭なインフラには、学校や住宅、医療

センターだけでなく、WASHや道路インフラなど、その他の必要不可欠なサービスも含まれるこ

とを強調する。

• 短期的な緊急需要と長期的なレジリエンス構築努力の両方に対応する、短期的・長期的なバ

ランスの取れた資金を提供する。救援、復興、開発、適応、災害リスク軽減の取り組みに適切

に資金を配分することで、気候変動が引き起こす災害の直接的な影響に対処することができ

る一方、子どもや そのコミュニティが復興し、よりレジリエンスを高めることができるよう支援す

ることができる。

• 「損失と損害」基金を通じて、健康被害、気候変動による移動、文化遺産やアイデンティティの

喪失、先住民の知識の喪失、生物多様性の喪失、生態系の劣化など、非経済的な損失・損害

に対処する。子どもは、「損失と損害」基金の運用に精神衛生上の懸念を組み入れる必要性

を強調し、気候変動関連の損失・損害に際しても、物理的に保護されるだけでなく、精神的に

もレジリエンスを確保できるようにする。
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